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ール政権だが、一応は国内問題の解決を目指して努力している。二〇一六年三月、バシール政権はＡＵが提示したロードマップ案に署名した。同案は反 府武装勢 や主要野党との和平交渉などに関する交渉の枠組み合意である。同案への署名は、反政府武装勢力との和平に向けて政権側 取った具体
的な一歩とも言えなくはない。同年八月には反体制派も署名し、アディスで交渉が行われたが、人道支援の実施方法や敵対行為の停止の条件などの問題を巡って政府と反政府武装勢力は意見を折り合えず交渉は頓挫した。現在、同案を軸とした和平交渉 再開に向けて両者の駆け引きが行われているものの、ロードマップ案の署名が生み出したモメンタム 、失しまったかの様にみえる。　
国内体制の改革の実現を中心と
した取り組 が、二〇一五年一〇月から一年かけて行われた国民対話である。二〇一四年一月の演説でバシール大統領が呼びかけた国民対話は、各種の自由の実現 アイデンティティーの確保、恒久憲法の制定といったスーダンの基本的問題について与野党関係者を交えて議論する対話枠組み本年一〇月に国民文書が採択され、国民対話の結 が出されたものの、現時点では「対話を行った」こと以上の評価はできない。なぜなら主要な反体制派がほとんど対話に参加しなかったために、 の包摂性は著しく欠けていたし、与党に痛みをとも った形で、国民文書が履行されるかどうかですら定
かではないからである。　
最後はイスラム過激派対策であ
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